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「
あ
を
に
よ
し
」
と
そ
の

美
し
さ
が
歌
わ
れ
る
奈
良
の

古
都
平
城
京
。
２
０
１
０
年

年
は
平
城
京
に
遷
都
さ
れ
て

１
３
０
０
年
の
記
念
の
年

で
、
「
平
城
遷
都
１
３
０
０

年
祭
」が
開
催
さ
れ
る
な
ど
、

注
目
を
集
め
て
い
る
。
奈
良

パ
ー
ク
ホ
テ
ル
（
箸
尾
享
嗣

社
長
）
は
、
平
城
宮
跡
、
朱

雀
門
の
西
方
の
丘
陸
地
に
位

置
し
、
重
厚
な
雰
囲
気
に
包

ま
れ
た
奈
良
を
代
表
す
る
も

て
な
し
の
宿
。

特
に
料
理
で
は
、
約
２５
年

前
か
ら
古
代
料
理
の
再
現
に

取
り
組
ん
で
お
り
、
約
１
３

０
０
年
前
の
貴
族
の
宮
廷
料

理
を
復
元
し
た「
天
平
の
宴
」

は
、
宮
中
を
思
わ
せ
る
造
り

の
天
平
の
宴
専
用
の
「
大
宮

の
間
」
な
ど
で
、
天
平
の
衣

装
を
ま
と
っ
た
女
性
ス
タ
ッ

フ
が
料
理
を
提
供
し
て
く
れ

る
。器
も
往
時
の
姿
を
再
現
。

赤
米
や
黒
米
を
は
じ
め
、
奈

良
時
代
唯
一
の
酪
農
食
品
で

新
鮮
な
牛
乳
を
煮
詰
め
た
古

代
の
チ
ー
ズ
と
い
わ
れ
る

「
蘇
（
そ
）」や
古
代
の
調
味

料
「
醤
（
ひ
し
お
）」「
玄
米

酢
」
「
藻
塩
（
も
し
お
）」の

他
、
サ
メ
な
ど
の
魚
の
干
物

「
楚
割
り
（
す
わ
や
り
）」な

ど
、
同
ホ
テ
ル
で
し
か
味
わ

え
な
い
珍
し
い
料
理
が
並

ぶ
。
語
り
部
に
よ
る
料
理
の

解
説
も
あ
る
。天
平
の
宴
は
、

平
城
遷
都
１
３
０
０
年
祭
に

向
け
て
脚
光
を
浴
び
て
お

り
、
マ
ス
コ
ミ
に
取
り
上
げ

ら
れ
る
機
会
も
多
い
。

ま
た
、
温
泉
は
、
奈
良
市

内
で
唯
一
自
家
源
泉
「
宝
来

温
泉
」を
持
つ
。

泉
質
は
単
純
温

泉
。
神
経
痛
、

筋
肉
痛
、
慢
性

消
火
器
病
な
ど

に
効
能
が
あ

る
。
御
影
石
の

浴
槽
の
内
湯
と

庭
園
仕
立
て
の

露
天
風
呂
が
旅

の
疲
れ
を
優
し

く
癒
し
て
く
れ

る
。

島
根
県
・
玉
造
温
泉
に
あ

る
佳
翠
苑
皆
美
（
皆
美
佳
邦

社
長
）
は
、
深
い
緑
に
囲
ま

れ
た
数
奇
屋
造
り
の
風
情
あ

る
宿
。
歴
史
が
育
ん
だ
も
て

な
し
と
、
多
彩
な
湯
め
ぐ
り

で
、
ゆ
っ
た
り
と
し
た
時
間

が
満
喫
で
き
る
。
皆
美
グ
ル

ー
プ
の
基
幹
で
あ
る
「
皆
美

館
」
の
歴
史
は
１
２
０
年
を

超
え
る
。

接
客
サ
ー
ビ
ス
の
モ
ッ
ト

ー
は
、
茶
人
で
も
あ
る
松
江

７
代
藩
主
松
平
不
昧
公
の
も

て
な
し
の
極
意
「
客
の
こ
こ

ろ
に
な
り
て
亭
主
せ
よ
」。

宿
泊
客
が
望
む
「
日
頃
か

ら
の
解
放
感
」
に
、
従
業
員

一
同
が
気
配
り
、
目
配
り
、

心
配
り
で
、
き
め
細
や
か
な

サ
ー
ビ
ス
を
心
が
け
る
。
館

内
は
、
季
節
の
花
が
生
け
ら

れ
、
湯
上
り
処
で
ゆ
っ
た
り

く
つ
ろ
げ
る
。

玉
造
温
泉
は
、
奈
良
時
代

に
開
か
れ
、
有
馬
、
道
後
な

ど
と
と
も
に
日
本
最
古
の
歴

史
を
誇
る
。
美
肌
と
健
康
に

高
い
効
果
を
持
つ
名
湯
と
し

て
親
し
ま
れ
て
き
た
。

同
館
で
は
、
多
彩
な
湯
め

ぐ
り
で
、
名
湯
を
満
喫
で
き

る
。
展
望
露
天
風
呂
や
檜
風

呂
、
岩
風
呂
な
ど
趣
の
異
な

る
４
つ
の
浴
槽
を
用
意
。
９

階
に
あ
る
展
望
露
天
風
呂

「
天
遊
の
湯
」
か
ら
は
、
温

泉
街
が
一
望
で
き
、
開
放
感

に
あ
ふ
れ
て
い
る
。

１
階
の
中
庭
に
あ
る
「
う

る
わ
し
ガ
ー
デ
ン
」
を
中
心

に
、
大
浴
場
や
湯
上
り
処
、

シ
ョ
ッ
プ
な
ど

８
つ
の
癒
し
施

設
が
並
び
、
名

湯
を
堪
能
で
き

る
。う

る
わ
し
ガ

ー
デ
ン
は
、
手

湯
と
足
湯
を
楽

し
む
憩
い
の
湯

庭
。手
湯
に
は
、

季
節
の
花
が
浮

か
び
、
女
性
客

に
好
評
だ
。

当当
館館
でで
はは
、、

ここ
れれ
がが
好好
評評

人
気
の
９
旅
館
・
ホ
テ
ル

料料
理理

ササ
ーー
ビビ
スス

１３００年前の貴族の宮廷料理�客のこころになり�もてなす
宮
廷
料
理
を
復
元
し
た「
天
平
の
宴
」

展
望
露
天
風
呂
「
天
遊
の
湯
」

兵
庫
県
神
戸
市
の
有
馬
温

泉
に
あ
る
兵
衛
向
陽
閣
（
風

早
和
喜
社
長
）
は
、
創
業
６

５
０
年
を
超
え
る
老
舗
旅

館
。
「
兵
衛
」
の
屋
号
は
、

太
閤
秀
吉
か
ら
授
か
っ
た
と

言
わ
れ
て
い
る
。
老
舗
旅
館

な
ら
で
は
の
、
お
も
て
な
し

の
心
が
感
じ
ら
れ
る
旅
館
。

有
馬
温
泉
の
中
で
も
、
最

大
級
の
浴
場
施
設
を
用
意
。

３
つ
の
大
浴
場
や
貸
切
露
天

風
呂
も
あ
り
、
温
泉
三
昧
が

楽
し
め
る
。

「
一
の
湯
」
は
、
格
子
天

井
が
美
し
い
和
風
の
大
浴

場
。
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
て
入
浴

で
き
る
よ
う
に
、
少
し
照
明

を
落
と
し
て
あ
る
。

「
二
の
湯
」
は
、
一
の
湯

と
は
対
照
的
な
、
洋
風
の
大

浴
場
。
浴
槽
の
周
り
に
、
ロ

ー
マ
風
の
柱
を
シ
ン
メ
ト
リ

ー
に
配
置
。
幻
想
的
な
空
間

を
演
出
し
て
い
る
。

「
三
の
湯
」
は
、
昔
懐
か

し
い
湯
治
場
の
雰
囲
気
を
再

現
し
た
大
浴
場
。
９
階
庭
園

に
０６
年
オ
ー
プ
ン
し
た
。
内

湯
と
露
天
風
呂
と
の
間
に
設

け
ら
れ
た
、
開
閉
式
の
ガ
ラ

ス
戸
を
開
放
す
る
と
、
浴
室

全
体
が
開
放
感
溢
れ
た
半
露

天
風
呂
風
に
な
る
。

ま
た
、
三
の
湯
か
ら
渡
り

廊
下
で
つ
な
が
っ
た
別
棟
に

は
、
野
趣
あ
ふ
れ
る
岩
風
呂

の
露
天
風
呂
や
ジ
ャ
グ
ジ

ー
、
貸
切
露
天
風
呂
な
ど
が

あ
る
。
木
曽
ひ
の
き
１
０
０

％
の
パ
ウ
ダ
ー
を
使
用
し
、

自
然
発
酵
熱
に
よ
る
温
浴
が

楽
し
め
る
「
ひ
の
き
酵
素
風

呂
」
も
体
験
で
き
る
。

料
理
は
、
神
戸
牛
や
瀬
戸

内
海
の
新
鮮
魚
貝
、
北
摂
丹

波
の
野
菜
な
ど
、
季
節
の
旬

を
盛
り
込
ん
だ
会
席
料
理
が

自
慢
だ
。

鳥
取
県
の
三
朝
館
（
名
越

信
子
社
長
）
は
、
三
朝
温
泉

の
中
央
を
流
れ
る
三
徳
川
の

清
流
沿
い
に
建
つ
、
白
壁
に

瓦
屋
根
を
配
し
た
純
和
風
旅

館
。
一
歩
中
に
入
る
と
、
ロ

ビ
ー
前
面
に
美
し
い
日
本
庭

園
が
広
が
り
、
四
季
折
々
の

風
景
が
楽
し
め
る
。

三
朝
温
泉
の
ラ
ジ
ウ
ム
温

泉
は
、
ホ
ル
ミ
シ
ス
効
果
を

得
ら
れ
る
と
注
目
を
集
め

る
。
身
体
が
微
量
の
放
射
線

を
受
け
る
と
細
胞
が
刺
激
さ

れ
、動
き
が
活
性
化
。毛
細
血

管
が
拡
張
し
、
新
陳
代
謝
が

促
進
。
免
疫
力
や
自
然
治
癒

力
を
高
め
る
と
い
わ
れ
て
い

る
。
三
朝
館
は
自
家
源
泉
１

０
０
％
の
天
然
温
泉
。
三
朝

温
泉
随
一
の
湯
量
を
誇
る
。

日
本
庭
園
風
呂
は
１
千
坪

の
広
さ
を
誇
り
、
閑
静
な
庭

園
の「
庭
の
湯
」と
、
源
泉
の

滝
を
囲
む「
滝
の
湯
」の
２
つ

の
エ
リ
ア
に
分
か
れ
て
い
る
。

山
陰
最
大
級
の
貸
切
露
天
風

呂「
心
禅
の
湯
」や
足
湯
、
飲

泉
場
も
あ
り
、
趣
の
異
な
る

１２
種
類
の
湯
め
ぐ
り
が
楽
し

め
る
。
毎
週
の
水
・
金
・
日
曜

日
に
女
性
限
定
で
バ
ラ
の
花

約
２
百
本
を
浮
か
べ
る
「
ば

ら
妃
乃
湯
」
が
行
わ
れ
る
。

料
理
は
地
元
産
の
旬
の
素

材
を
生
か
し
た
会
席
料
理
。

１１
月
か
ら
３
月
ま
で
は
、
山

陰
の
冬
の
味
覚
、
松
葉
が
に

づ
く
し
の
料
理
が
堪
能
で
き

る
。
同
館
で
は
、
地
元
賀
露

港
で
水
揚
げ
さ
れ
、
熟
練
し

た
職
人
に
よ
っ
て
厳
選
さ
れ

た
ブ
ラ
ン
ド
タ
グ
付
き
松
葉

が
に
を
使
用
し
た
「
か
に
浪

漫
」
プ
ラ
ン
が
人
気
。
活
け

が
に
の
刺
身
や
炭
火
焼
、
し

ゃ
ぶ
し
ゃ
ぶ
な
ど
絶
品
が
味

わ
え
る
。

島
根
県
・
玉
造
温
泉
の
白

石
家（
内
藤
雄
次
社
長
）は
、

享
保
元
年
（
１
７
１
６
）
創

業
、
お
よ
そ
３
０
０
年
に
も

及
ぶ
歴
史
を
刻
ん
で
き
た
老

舗
旅
館
。
玄
関
や
フ
ロ
ン
ト

を
は
じ
め
生
花
で
彩
ら
れ
た

館
内
は
、
重
厚
な
気
品
が
漂

う
。
３
人
女
将
の
温
か
い
心

配
り
が
宿
泊
客
に
好
評
だ
。

同
館
の
名
物
は
、
も
て
な

し
の
１
つ
で
あ
る
白
石
家
一

座
。
３
人
女
将
を
先
頭
に
、

芸
達
者
な
ス
タ
ッ
フ
に
よ
る

味
わ
い
深
い
郷
土
芸
能
の

数
々
が
楽
し
め
る
。
女
将
自

ら
が
音
頭
を
と
る
「
傘
踊

り
」
、
安
来
節
に
合
わ
せ
て

踊
る「
ど
じ
ょ
う
す
く
い
」、

銭
の
触
れ
合
う
音
を
利
用
し

た
民
族
芸
能
楽
器「
銭
太
鼓
」

な
ど
を
宴
会
場
で
披
露
。
２０

人
以
上
の
団
体
に
は
無
料
で

サ
ー
ビ
ス
す
る
。

客
室
は
、
木
の
質
感
が
生

か
さ
れ
た
数
奇
屋
風
の
和
室

が
基
本
。
落
ち
着
い
た
雰
囲

気
で
、
ゆ
っ
く
り
と
く
つ
ろ

ぐ
こ
と
が
で
き
る
。

料
理
は
、
宍
道
湖
名
物
の

七
珍
料
理
は
も
と
よ
り
、
山

陰
の
海
の
幸
、
山
の
幸
を
一

品
一
品
手
塩
に
か
け
、
巧
み

な
技
で
調
理
し
て
い
る
。

玉
造
の
温
泉
は
、
奈
良
時

代
に
開
か
れ
、
有
馬
、
道
後

な
ど
と
と
も
に
日
本
最
古
の

歴
史
を
誇
る
。
「
出
雲
風
土

記
」
に
は
「
神
湯
」
と
伝
え

ら
れ
て
い
る
名
湯
。
大
浴
場

「
織
姫
」
は
、
樹
齢
１
８
０

０
年
の
総
古
代
ひ
の
き
風

呂
。
湯
船
が
肌
に
優
し
く
、

香
り
が
心
地
良
い
と
好
評

だ
。
黒
御
影
石
風
呂

の
大
浴
場
「
彦
星
」

と
男
女
入
れ
替
え

制
。
大
浴
場
に
続
く

露
天
風
呂
も
あ
り
、

趣
の
異
な
る
湯
あ
み

が
楽
し
め
る
。

浴浴
場場

浴浴
場場

女女
将将

温泉三昧が楽しめる１０００坪の日本庭園風呂３人が温かい心配り
庭
園
露
天
風
呂「
心
酔
の
湯
」

三
の
湯

笑
顔
で
迎
え
る
３
女
将
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